
コ
ト
ブ
キ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

初
の
任
天
堂「
Ｗ
ｉ
ｉ
�Ｒ

」用
ソ
フ
ト

モ
バ
イ
ル
向
け
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
の
�株

コ
ト
ブ
キ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
呉
市
中
通

二
丁
目
、
木
崎
裕
之
社
長
）
は
、
同
社
初

の
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
対
応
ソ
フ
ト
と
し
て
、

大
手
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
・
任
天
堂
の
Ｗ

ｉ
ｉ
向
け
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム（
Ｒ

Ｐ
Ｇ
）「
ソ
ー
サ
リ
ー
ブ
レ
イ
ド
」
を
開
発

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た

Ｗ
ｉ
ｉ
の「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

か
ら
購
入
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）で
き
る「
Ｗ

ｉ
ｉ
ウ
ェ
アTM

」
の
ソ
フ
ト
と
し
て
１２
月
１６

日
か
ら
販
売
を
始
め
た
。

同
ソ
フ
ト
は
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
�有
（
栃
木
県
、
広
瀬
ひ
と
み
社

長
）
と
共
同
開
発
し
、
携
帯
向
け
ゲ
ー
ム

と
し
て
累
計
で
五
〇
万
件
以
上
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
を
誇
る
「
ソ
ー
サ
リ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
の
最
新
作
。
未
来
の
火
星
を
舞
台
に

し
た
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で
、
価

格
は
一
〇
〇
〇
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ポ
イ
ン
ト
。

Ｗ
ｉ
ｉ
は
、
リ
モ
コ
ン
型
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
使
っ
た
直
感
的
な
操
作
で
、
初
心

者
で
も
楽
し
く
遊
べ
る
た
め
家
族
な
ど
新

た
な
需
要
を
喚
起
し
、据
え
置
き
型
ゲ
ー
ム

機
の
販
売
台
数
で
は
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
。

今
後
、
年
二
〇
本
以
上
の
携
帯
向
け
ゲ

ー
ム
開
発
と
並
行
し
、
年
一
〜
二
本
の
Ｗ

ｉ
ｉ
ウ
ェ
ア
専
用
ソ
フ
ト
開
発
を
計
画（
※

Ｗ
ｉ
ｉ
・
Ｗ
ｉ
ｉ
ウ
ェ
ア
は
任
天
堂
の
登

録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
）。

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
な
ど

地
産
地
消
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

広
島
市
や
岩
国
市
、
北
広
島
町
な
ど
一

一
市
二
町
で
つ
く
る
広
島
広
域
都
市
圏
形

成
懇
談
会
に
全
国
旅
行
業
協
会
広
島
県
支

部
日
本
旅
行
業
協
会
中
・
四
国
支
部
が
加

わ
っ
た
「
地
産
地
消
バ
ス
ツ
ア
ー
実
行
委

員
会
」
は
０
９
年
１
月
１８
日
に
、「
旬
の
収

穫
体
験
！
岩
国
れ
ん
こ
ん
と
白
木
町
産
赤

ね
ぎ
」
を
開
く
。

午
前
８
時
に
広
島
駅
新
幹
線
口
を
出
発

し
山
口
県
尾
津
町
で
岩
国
れ
ん
こ
ん
を
収

穫
。
岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
で
岩
国
寿
司

な
ど
の
昼
食
と
入
浴
の
後
、
安
佐
北
区
白

木
町
特
産
の
赤
ね
ぎ
を
収
穫
・
袋
詰
め
し
、

午
後
５
時
半
に
広
島
駅
に
戻
る
。
れ
ん
こ

ん
二
㌔
、
赤
ね
ぎ
五
〇
〇
㌘
の
土
産
付
で

一
人
六
八
〇
〇
円
。
定
員
四
〇
人
。

実
行
委
は
０
７
年
８
月
設
立
。
昨
年
度

は
蒲
刈
の
藻
塩
作
り
と
安
芸
津
の
じ
ゃ
が

い
も
ツ
ア
ー
、
江
田
島
の
カ
キ
打
ち
と
ト

マ
ト
収
穫
ツ
ア
ー
、
実
施
。
今
年
度
は
１２

月
７
、
１２
日
に
安
芸
津
じ
ゃ
が
い
も
、
大

長
み
か
ん
収
穫
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
盛
況

だ
っ
た
。
過
去
二
年
間
は
懇
談
会
か
ら
助

成
が
出
て
い
た
が
、
来
年
度
以
降
は
旅
行

代
理
店
の
事
業
と
し
て
継
続
す
る
方
針
。

�電
五
〇
四
―
二
二
四
七
。

１２
月
に
な
り
忘

年
会
シ
ー
ズ
ン
に

突
入
し
ま
し
た
が
、

つ
い
つ
い
食
べ
過

ぎ
た
り
、
飲
み
過

ぎ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
時
期
に

多
く
な
る
の
が
痛
風
発
作
で
す
。

痛
風
発
作
は
、
高
尿
酸
血
症
を
放
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
尿
酸
の
結
晶
が
関
節
に

沈
着
し
て
起
こ
る
発
作
性
の
関
節
炎
で
す
。

関
節
が
赤
く
腫
れ
上
が
り
大
変
激
し
い
痛

み
を
生
じ
る
の
が
特
徴
で
す
。
好
発
部
位

は
足
の
第
一
趾
の
関
節
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
足
関
節
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
付
着
部
、

肘
、
膝
な
ど
の
種
々
の
関
節
で
生
じ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
発
作
は
通

常
一
週
間
程
で
治
り
ま
す
が
、
治
ま
っ
た

後
に
、
尿
酸
値
を
適
正
値
に
下
げ
る
治
療

を
し
な
い
と
必
ず
再
発
し
ま
す
。
ま
た
、

高
尿
酸
血
症
を
放
置
す
る
と
痛
風
発
作
を

繰
り
返
す
だ
け
で
な
く
、
腎
障
害
、
さ
ら

に
は
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚
血

性
心
疾
患
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た

脳
血
管
障
害
ま
で
も
起
こ
し
て
き
ま
す
。

高
尿
酸
血
症
の
成
因
は
、
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
体
質
か
ら

く
る
原
発
性
の
も
の
で
、
さ
ら
に
、
食
べ

過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
、

運
動
不
足
、
反
対
に
過
度
の
運
動
な
ど
が

こ
れ
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
場
合
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
原
因
と
な
る
他
の
病
気
（
血

液
の
病
気
や
腫
瘍
な
ど
）
や
薬
（
利
尿
剤

な
ど
）
の
副
作
用
で
起
こ
っ
て
く
る
二
次

性
の
も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
原

発
性
で
す
。

尿
酸
は
い
ら
な
く
な
っ
た
物
質
で
あ
り
、

体
の
中
で
毎
日
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
尿
な
ど
か
ら
毎
日
体
の
外
へ
捨

て
ら
れ
て
も
い
ま
す
。
普
通
は
、
そ
の
間

で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
一
定
の
尿
酸
値
に

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
体
の
中
に
尿
酸
が
多
く
な
る
と
高

尿
酸
血
症
と
な
り
ま
す
。

原
発
性
の
も
の
は
、
生
活
習
慣
を
改
め

る
こ
と
が
改
善
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
物
や

ア
ル
コ
ー
ル
類
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
二
次
性
の
も
の
は
原
因

を
取
り
除
く
こ
と
を
最
優
先
に
し
ま
す
。

痛
風
は
昔
か
ら
中
高
年
の
男
性
に
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
三
〇

歳
代
で
発
症
す
る
人
が
も
っ
と
も
多
く
、

若
年
化
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
若
い
か
ら
と

い
っ
て
油
断
を
す
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご

用
心
！
ご
用
心
！

痛
風（
高
尿
酸
血
症
）注
意
報

広

島

市

医

師

会

理

事

福
原
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
整
形
外
科
・
内
科
医
院
院
長

福
原

千
史

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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